
Hatebur Umformmaschinen AGは2016年4月1日からCarlo Salviとともにその影響力を強化していきます。
デュッセルドルフでのWire見本市（国際ワイヤー展）に際して、責任者たちが合併に乾杯しました。
左から右へ：トーマス・クリストフェル、クラウディーネ・ハテバー、ジェルマーノ・パンディアーニ、Dr.セルジオ・ツィオッティ、マルコ・ピッツィ。
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取引先の皆様

皆様にNetshapeマガジンの最新
号をお届けできますことを大変嬉し
く思っております。この数か月の間に、
私たちは印象深くて期待に満ちた瞬
間を数多く経験しました。それは大き
な変化を伴う、非常にたくさんの出来事があった期間でした。

強いユーロの結果を受けて、私たちは現在のプロセスと構造を分
析しました。私たちが注目したのはインターフェースとプロセスの
方向性です。第一段階をクリアして、新たな組織で2016年2月1
日から活動しています。

昨年11月、私たちは上海のHatebur Metalforming Technology
（Shanghai）Co. Ltd.の発足を祝うことができました。この子会
社は、主にアジア市場への供給を目的にした中国での金型製造
のために新しく設立されたもので、すでに受注を開始しています。

2016年4月1日、大変喜ばしいことにガルラーテのCarlo Salvi 
S.p.A.の獲得をお知らせすることができました。この会社は
Hateburグループを理想的な形で補うことを目的に、Hatebur 
Umformmaschinen AGと合併して100 %子会社となりました。
Carlo Salvi S.p.A.は小型から中型の冷間フォーマーの分野で活
躍しています。この合併によって、製品ポートフォリオが大幅に拡
大されることになります。両社の市場が地理的に完璧な形で補わ
れます。この共同事業に期待するとともに、お客様に対してさらに
良いサポートと多彩な製品をお届けできると確信しております。

特集記事では、ルーマニアのお客様であるCompa社を取り上げ
ています。この会社は、ルーマニアで最も重要な自動車部品メー
カーの一つです。私たちは、日本と中国の両サービスセンターに
さらなる貢献をしていきます。私たちの世界的なサービスは、年
間を通して重要性を増していくことでしょう。

トーマス・クリストフェル
CEO

ハテバー（Hateburの取締役会 

会長）、ホフェット氏（在上海スイス 

総領事）、クリストフェル 

（HateburのCEO）、ペン氏 

（シンジュアンインダストリーパーク 

（莘庄工�区）の区長）、ビューラー 

（Hatebur Metalforming 

Technology（Shanghai） 

Co. Ltd.の社長）による発足式。

左：クラウディーネ・ハテバーとトーマス・

クリストフェルが2匹の獅子に目を入れて

います。目を入れることで獅子に魂が宿り、

獅子が目を覚ますとされています。

右：Hatebur Metalforming 

Technologyの工場で 

祝宴会が行われています。

左：変面師（古代中国の姿）と 

クラウディーネ・ハテバー。

右：Hateburの協力者が実現した 

機会を喜んでいます。

中国から受けた印象 － 
HATEBUR METALFORMING TECHNOLOGYの発足

 +  Hatebur

2015 年 11 月 27 日、Hatebur Metalforming Technology（Shanghai）Co. Ltd. の発足式が挙行されました。
機械室が追加され、工具製造プロセスが導入されました。現在最初の受注案件を処理中です。
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2015年11月末に、Hateburジャパン株式会社の
一部の社員が愛知県の中部国際空港セントレアの
拠点（名古屋の南）に異動して、セントレアサービス
センターの開設の準備をしました。

地理的に見て、この新拠点は中部および関西地方
に集結しているお客様のすぐ近くに位置し、迅速
なサービスとサポートを提供できます。そのため、
Hateburのチームはこれまでよりもお客様の近くに
いられ、プロセスの改善と時間の節約を実現します。

さらに、大きな空港の近くに拠点があることは、スペ
アパーツの供給においてさまざまなメリットをもた
らし、また、頻繁に出張しなければならないサービ
スチームにとってもメリットになっています。

セントレアの支店では、宮田誠史（セールスエンジ
ニア）、福井雄一（サービスエンジニア）、そして、日
本に住んでいるスイスからの駐在員であるクリス
ティアン・バーメットラー（シニアサービスエンジニ
ア）のチームが配備されています。

新拠点のメリット：
 – 名古屋周辺のお客様先への迅速な訪問
 – 発送するスペアパーツの準備と組立てのためのス
ペースが増加

 – 工具の保管と準備のための条件が向上
 – AMP 20/AMP 30用の現地加工機の保管
 – メンテナンス作業のために訪日するスイスからの
エンジニアの受入れ

HATEBURジャパン株式会社 ━  
セントレアサービスセンター（CSC）

 マーク=アライン・マイヤー    Hatebur

2015年に20周年という素晴らしい節目を迎えたHateburジャパン株式会社は、2016年の初めに新しいサービスセンターを開
設しました。それがセントレアサービスセンターです。これまでよりもお客様の近くにいられることは、お客様にとってもHateburの
サービス技術者にとっても大きなメリットです。対応までの時間が短くなり、長距離のためにかかる費用を節約できます。

Hateburサービスセンターは4階に入っています。

左から右へ：福井雄一、クリスティアン・バーメットラー、宮田誠史。

広いスペースを備えた新しい倉庫。  東京オフィス 

 セントレアサービスセンター
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Compaは1886年に設立された会社で、約2,000人
の社員を抱えています（2015年12月）。Compaの
株は1997年からブカレスト証券取引所に公開さ
れており、会社の評価はカテゴリー 1に該当します。
2015年には1億8百万ユーロの売上を達成しました。
Compaはルーマニアの自動車部品メーカーの中で
最も力のある企業の一つです。

20世紀の初頭からCompaは自動車産業向けのコ
ンポーネントを生産しています。1970年代には、こ
の会社はすでにステアリングギア（ZFのライセンス）、
ブレーキ装備（Knorr Bremseのライセンス）、ショッ
クアブソーバー（Armstrongのライセンス）、ドライ
ブシャフト（GWBのライセンス）といった構造の複
雑な製品を提供していました。

1990年以降、ヨアン・デアク氏がCEO兼社長とし
て会社を率いています。彼は、この地域で最もパ
フォーマンスに優れた自動車部品メーカーの一つへ
Compaが変革を遂げたときの責任者でした。この
会社は熱間鍛造鋼の事業を拡充し、自動車部門お
よび他の市場をリードする企業への統合型サプライ
ヤーとして、そのポートフォリオを完全なものにして
います。

HATEBURの良い評判が決め手になった
成形機への投資が決定されたとき、Compaの複数
の顧客がHateburの名前を挙げました。両社が初め
て連絡を取ったときから、特殊な要件と機械プログ
ラムを含めてポートフォリオの詳細が話し合われま
した。最終的にHateburマシンが選ばれた理由 －  
それは、高い競争力を持ち、高品質成形機と金型
の開発において世界の市場をリードしているという
Hateburの評判にありました。

Compaが製造する部品やコンポーネントは、主に自
動車産業向けの製品です。それらの製品には、イン
ジェクションシステム、ターボチャージャー、ステアリ
ング、スプリング、エアコン用コンポーネント、産業機
器、型抜き部品、ワイパー、溶接アセンブリのサブア
センブリ、金型およびダイ、そして、もちろん熱間鍛造
部品もあります。塗装、熱処理、コーティングなどの関
連サービスがその事業に組み込まれています。

主要顧客はDelphi、Bosch、Honeywell、富士機
工、ジェイテクト、Dacia-Renault、ダイキン、INA 
Schaeffler、ThyssenKrupp Bilstein、タ カ タ、
Haulotte Group、Hutchinson、BOSといった企
業です。そのため、この会社は多数の国に製品を供
給しており、それらにはルーマニア、フランス、チェ
コ共和国、スロバキア、ドイツ、ベルギー、英国、イ
タリア、ハンガリー、中国、インドなどが挙げられます。

ルーマニアのサクセスストーリー ━  
生産ラインのHATEBUR HOTMATIC AMP 50XL

 Compa/Hatebur    Compa/Hatebur

信頼のできる、定評ある金属成形機のサプライヤーを探していたCompaは、顧客の勧めでHateburに相談してくださいました。

ヨアン・デアク、社長

AMP 50XLによる熱間プレス部品

購入ではなく自社製造
CompaがHatebur Hotmatic AMP 50XLを使用
して製造を始める前は、外部サプライヤーから部品
を購入し、縦型鍛造ラインで部分的な製造を行って
いました。今年は約300万個の部品がHateburマ
シンで製造され、来年にはその数が200万増え、総
計500万個になることを見込んでいます。将来的な
戦略としては、年間1500～ 2000万個の製造を目
指しています。

この数を実現するために、この会社は新しい生産の
可能性に向けてさまざまな媒体で宣伝をし、マーケ
ティングキャンペーンを企画し、商談の中で潜在顧
客に対してHateburの熱間フォーマー AMP 50XL
について情報提供しています。

マシンの耐用期間全体にわたるサービスとサポート
成形機の効率的な生産能力は生産パラメーターに
依存するだけではなく、機械オペレーターや生産設
備関連の信頼できるサービスによっても大きく違っ
てきます。Hateburはその分野で戦略的なパート
ナーシップを提供しています。

マシンが支障なく完璧に作動するように、3名のプ
ロセスエンジニア、6名のオペレーター、そして3名
の修理部門の社員が徹底的にHatebur Hotmatic 
AMP 50XLについての指導を受けました。トレーニ
ングとサポートの分野におけるHateburの優れた
サービスは、このスイスのサプライヤーの採用を決
定したときにCompaが考慮した追加のメリットでし
た。Compaでのあらゆる金属成形プロセスのため
に、Hateburマシン向けの金型が内部で開発、製造
されています。

大型トラックから移動式クレーンのフックへ：大型機械を使った作業には精密な調整と息の合った

チームが必要です。
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チームが必要です。
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プロジェクト管理／オーダープロセス
このAMP-50XLのプロジェクトは当初から、非常に
タイトなスケジュールで進められました。Hatebur
は注文されたAMP 50XLを組み立てる一方で、新
規顧客としてCompaの準備をするために、徹底的
に検討されたトレーニングプログラムに焦点を置く
必要がありました。Hateburでのプロジェクト管理は、
非常に優れた働きをし、基礎構造と金型冷却システ
ムの設計をサポートしました。

Hateburはさらに、すべての契約上の責務をプロ
フェッショナルに果たしました。

Hateburマシンの運用開始担当エンジニアによっ
て監督されたCompaのチームは、予定通りに到着
したAMP 50XLの荷下ろしを注意深く行いました。
マシンの基礎の近くまで大型トラックを寄せることが
できなかったため、移動式の特殊クレーンで68ト
ンもの重い横型鍛造マシンを吊り上げ、屋根から建
物の中へ入れ、基礎に安全に設置しました。

マシンの運用開始は一つの課題でした。密接に関
連し合う装置で並行した作業を行うために、構造
に関わる部分すべてが設置場所で同時に稼働しな
ければならなかったためです。しかし、経験豊富な
Hateburのプロジェクトチームは、このような重要な
オーダーの場合にチームが大きなメリットになるこ
とを実証し、すべての関連部分をうまく調整しました。

最後に、Hateburの応用専門担当者が現場で、金型
を扱う機械オペレーターのトレーニングを行いまし
た。新しいAMP 50XLが鍛造プロセスで稼働する
様子や、高速の生産速度でベルトから流れてくる高
温のギア部品が見られ、それを手に取ることができ
たときには、全員が大いに満足しました。

横型鍛造の実施に成功
その投資は正しい決断であったことが証明されまし
た。このマシンは、複雑な鍛造部品向けの高い生産
性を備えつつ、安定した自動プロセスを保証します。
この新しいマシンでは、Compaは新しいプロセス
を実施する必要がありました。

ベルトシステムを使用したサーボプレスやその他の
プレス（エキセントリックプレス、ハイドロリックプレ
ス、自動プレス）のように、縦型鍛造はCompaで
すでに採用されていました。CompaはHotmatic 
AMP 50XLの採用とともに、横型熱間プレスのノウ
ハウと可能性を広げました。

高いところで大型クレーンに吊り下げられたHatebur AMP 50XLを組立てチームが見ることは 

めったにありません。

生産施設にまだ固定された壁が 

ないため、機械は一時的に風、粉塵、 

低温にさらされることになりますが、

Hateburのマシンなら構造が 

頑丈であるため問題ありません。

一列に並んだマシンが、Compaの生産規模の大きさを想像させます。

Hateburマシンの組立てに必要な 

資材が正しい順序で並べられています。

それにより、効率的で簡単な設置が 

約束されています。細かく予定が 

組まれたプロジェクトの場合、計画を

すべての関係者の間で詳細に意見調

整し、スケジュール通りに進めるため

に組織化して作業することが必要です。
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Compaの品質への高い期待と顧客の満足
Compaは ISO/TS 16949に準拠した品質保証シス
テムを使って作業しています。そのため、品質は生
産において最も重要なテーマであることを顧客に約
束できます。この品質保証システムは、CBS（Compa 
Business System）生産システムと連携して、問題
のない部品のみが工場から出荷されるようにするも
のです。顧客への確実な供給はCompaにとって最
優先事項であり、現在ではHateburの信頼できる高
精度のマシンによって、それが楽に実現できるように
なっています。Hatebur Hotmatic AMP 50XLで
加工される材料は、通常の鋼と高合金鋼です。製造
される部品は、用途に合わせて、熱処理、コーティン
グ、塗装、組立て等の処理がなされます。その戦略は、
鍛造された部品を生産システムに組み込み、可能な
限り多くの作業工程を鍛造後に行うというものです。
このスイス製のマシンは大量生産用に設計されてい
ます。

ルーマニアのプロジェクトの成功
この要求の高いプロジェクトの特定のマイルス
トーンを打ち立てるのは不可能と思われましたが、
CompaとHateburはルーマニアの代理店 «MDC 
Turbo Service SRL» と一緒にそれに取り組みま
した。実際に、期待された多数の機械プロジェクト
中の最初のプロジェクトが予定通りに生産に入るこ
とができました。すべての関係者の努力のおかげで、
Compaは現在、高品質で競争力のあるプレス部品
を供給できる強力な位置にあります。さらに、切削、
処理、コーティングなどの能力がこの会社をパフォー
マンスの高いサプライヤーにしています。

組立てチームはマイルストーンの達成を喜んでいます。左から右へ：マリオ・ビンゲリ氏（Andritz）、ブルーノ・コッホ氏（Andritz）、マルコ・フェルダー氏（Andritz）、 

アルベルト・アッハーマン氏（Andritz）、アンドレアス・ポートマン氏（Andritz）、ダニエル・クリーグ（Hatebur）、クラウディウ・ソロモン氏（Compa S.A.）、 

マリウス・ドガル氏（MDC Turbo Services SRL = ルーマニアのHateburの代理店）、マリオ・グスポーナー氏（Andritz）、ブルーノ・バッハマン氏（Andritz）、 

フロリン・アク氏（Compa S.A.）

この子会社の設立時に、現地のサービス技術者とし
てジェフ・シェンが雇用されました。彼はそれ以前の
仕事を通して、サービスと電気の分野での必要な基
礎知識を持っていました。

当初、彼は «何でも屋» の仕事をしていました。ジェ
フ・シェンは現在、その優れた電気関連の知識によ
り、Hateburのお客様にとってなくてはならない担
当者になっています。

サービス部門をさらに強化し、拡充するために、
2011年にはHateburでの社歴の長いダニエル・
ディートリッヒが駐在員として中国に派遣されました。
彼はそれ以来、サービスマネージャーとしてチーム
の調整を担当しています。

中国の自動車業界
特に活気づいている自動車市場とそこから派生して
いる機械の注文によって、さらに多くのマンパワー
が必要であることがすぐに明らかになりました。そ
のため、その後数年のうちに現地のサービス技術者
2名、ケビン・シューとレオ・リーによってチームが
強化されました。2014年には、もう1名の駐在員と
してシモン・エンゲルが上海で勤務し始めました。

中国でのチームの強化によって、Hateburには柔軟
性も生まれ、日本や韓国といった他の重要な市場で
急に人が必要になったときにすばやく対応できるよ
うになりました。

もちろん、マンパワーだけで機械を修理できるわけ
ではないため、Hateburは社内トレーニング、外部
の研修、最近の雇用条件を重視しています。そのよ
うにして初めて、高い能力を備えた強力なチームに
よる長期の活動を確保でき、ひいては、お客様から
寄せられる厳しい要請を満たすことができます。

HATEBURチャイナ ━ サービスチームの紹介

 ダニエル・ディートリッヒ    Hatebur

Hateburは30年以上にわたり、中国市場では代理店を通して活動していましたが、2008年にHatebur（Shanghai）
Technology Co., Ltd.という子会社を設立しました。この会社は、販売の他にサービス部門も強化する必要がありました。 
この部門は現在、日々の事業活動の中で大きな役割を果たしています。

マシンの前でお客様に指導をしているシニアサービス技術者のジェフ・シェン（右）。

サービスチームの定期的な社内研修（写真の上部：ダニエル・ディートリッヒ）は重要な役割を 

果たしています。
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現場の状況に合わせた有能なサービスが成功の
秘訣
現在、サービスチームは約30のお客様、40台以上
のマシンを担当しています。細かな修理や検査から
マシンの運用開始、さらには、大型機械を使った複
雑かつ総合的な修正に至るすべての作業をお客様
の現場で行っています

シニアサービス技術者のジェフ・シェンは次のよう
に説明しています。「電気制御装置の全体的な変更
を私たちは自ら行うことができます。初期のころにす
でに2回、それを経験していますから。」

また、サービス技術者のレオ・リーは次のように付
け加えています。「Hateburマシンの複雑さは相当
なもので、私たちには機械工学、空気力学、電気工
学、水力学における高度な知識が求められます。も
し私たちの限界に達したとしても、スイス本社の豊
富な経験を活かして対処することができます。」

お客様から寄せられるコストと生産性への要請に
応えることがサービス部門の主な仕事です。つまり、
問い合わせにはごく短時間のうちに答え、修理作業
は迅速に正しく実施しなければなりません。お客様
先での作業は数時間で終わるものから、何か月もか
かるものまであります。これについて、サービスマ
ネージャーのダニエル・ディートリッヒは次のように
話しています。「お客様は、現地の有能な担当者が
いて、時差や言語の障壁なしに迅速に必要なサポー
トが受けられるということを高く評価してくださって
います。」

エジェクター部分の作業をしているサービス技術者のケビン・シュー。

ブロンズ製の筒を削っているサービス技術者のシモン・エンゲル。

優れた作業には優れた社員の他に優れた工具も
必要
約20種類の工具箱、ゲージ、補助シャフトにより、
そして、最近では成形荷重を測定するための各自
の校正装置も加えられて、Hateburチャイナは最善
の用意をしています。対応できない作業は限りなく
ゼロに近いと言えます。サービス技術者のケビン・
シューは次のように補足しています。「多くのお客様
は特殊工具を調達することができないか、あるいは
調達したいと思っていません。私たちが派遣されれ
ば、それらを無料で使えることになります。これも私
たちのサービスの一部です。」上海の拠点に集めら
れた専門知識によって、生産のサポート、金型の最
適化、使用の改善策など、さまざまなことを一手に
提供することができます。

サービス契約はますます人気に
これについて、再びダニエル・ディートリッヒが話
しています。「最近、いくつかの有名企業のお客様
とサービス契約を結ぶことができました。私たちは、
お客様が寄せてくださる信頼を非常に大事に思い、
さらに改善していくための機会にしています。」

Hateburは上海でごく最近、包括的なサービス提
供に向けてもう一歩進めました。それが、第2の子
会社であるHatebur Metalforming Technology
（Shanghai）Co. Ltd.の設立です。

Hateburチャイナはサービス事業だけでなく、増え
続けるお客様に対してスイス品質を備えた中国製金
型を提供できるようにもなっています。

コントロールシャフトの修理をしているサービス技術者のレオ・リー。
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カルロ・サルヴィが1939年にイタリアで機械製造
会社を設立したときは、彼はおそらく、自分がいず
れ鍛造接続エレメントや複雑な特殊部品を製造す
るための多段ヘッダーにおける市場リーダーになる
とはまだ想像していなかったでしょう。この創業者
はまず、熱間圧延されたワイヤーの機械的なスケー
ル除去および清掃用のシステムを開発しました。伸
線の準備にはこれらのニードルガンが必要でした。 

しかし、数年後にはすでに、彼はねじ転造用ならび
にスクリューヘッドとボルトの製造用マシンの開発
と製造を始めました。これは、1940年代の顧客に
好評を博し、この創意に富んだエンジニアにとって
の最初の成功となりました。

第2次世界大戦後にイタリアでも新たな最盛期を迎
えた高度成長期に、Carlo Salvi初の成形マシンと
なる1ダイ2ブローヘッダーが生まれました。この
スクリューブランク製造用の初の機械は、優れた機
能性と新デザインで傑出していました。当時として
は高い生産性を使用者に提供しました。この成功を
背景にして、Carlo Salviはスクリュー、ボルト、リ
ベットなどの成形された機械的な固定部品を製造
するための成形マシンの開発と製造という利益の多
い分野に乗り出しました。そうして、1970年代の初
めには中空リベットを製造するための新シリーズの
マシンが生まれました。それにより、ハーフチュー
ブ型のリベットもチューブ型のリベットも、冷間圧造
で製造できるようになりました。最大で毎分600個
のリベットを製造できる能力により、Carlo Salviの
顧客は圧倒的に低い製造コストを実現できました。
1970年代までの初期の顧客は、主にドイツからの
顧客でした。

自動車と航空機のためのリベット継手と特殊部品 ━  
CARLO SALVIが新たにHATEBURに加わる

 ユルゲン・フュルスト    Carlo Salvi S.p.A.

1939年に設立されたCarlo Salvi S.p.A.は80年足らずのうちに、技術志向の機械製造会社から大量成形向けの近代的な顧
客およびソリューション志向の企業に発展しました。世界で約90名の社員が鍛造固定エレメントの経済的な製造に関して、機械、
サービスおよびソリューションによって顧客をサポートしています。2016年4月からCarlo SalviはHateburに加わっています。

Dr.セルジオ・ツィオッティ（Carlo Salvi S.p.A.のCEO）とトーマス・クリストフェル  

（HateburのCEO）が合併を決定して握手を交わしました。

ガルラーテ（イタリア）にあるCarlo Salviの工場の航空写真。
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技術的開発のマイルストーン
この高速冷間成形マシンによって、このイタリアの
会社は新しいテクノロジーを市場にもたらしただけ
ではなく、新しい時代をも切り拓きました。固定部
品の新しい用途や使用方法が考えられるようになっ
たからです。さらに、成熟した製造技術が次々に顧
客の主要分野、自動車産業、航空産業、航空宇宙産
業、機械製造業へと浸透していきました。社史の中
で他にマイルストーンに数えられるものには、ステ
ンレス鋼やチタンなどの材料を加工するためのマシ
ンの開発があります。特に航空産業と航空宇宙産業
からは、これらの特殊材料に対する需要が寄せられ
ました。

それに並行して、機械の販売市場は発展を続け、こ
のメーカーは世界中で技術的に最先端マシンを提
供するようになりました。現在、約90 %のマシンは
イタリア国外に、約40 %がヨーロッパ圏外に納入
されています。こうして、Carlo Salviは年が経つに
つれて中国、米国、英国に支店を置くようになりまし
た。さらに、特殊部品を製造するための多段ヘッダー
などの開発も継続的に進められました。

1970年代以降は、より確実な接合のために高品質
のリベットを必要としていた自動車産業が、主要産
業として発展しました。自動車業界では、高い割合
で平丸頭リベット、いわゆるSTRリベットが使用さ
れます。現在、年間売上のおよそ70 %がこの業界
からの注文です。その数を必ずしも明確に算出でき
ないのは、多くの顧客がこのイタリアの機械で、例
えば電気産業などの複数の業界のために製造を
行っているからです。自動車業界では、確実で再現
性の高い製造ができる高速機械が必要とされます。
Carlo Salviの機械は年月の経過とともに優れた名
声を得て、高い市場シェアを獲得しました。

要求の高い航空宇宙産業
家具産業や電気接続の分野からも顧客が増えてい
ます。1980年代以降はますます、航空宇宙産業も、
このイタリアのハイテクマシンの重要で継続的な購
入者となっています。自動車業界ではスピードが最
重要事項であるのに対し、航空産業では特に成形し
にくい材料を加工できる機械が必要とされます。し
たがって、この業界ではチタンや高強度合金を成形
しなければなりません。そのため、モーター駆動の
プレス248 EなどのCarlo Salvi冷間ヘッダーは、
予備加熱システムを搭載することで、温間ヘッダー
として使用できるようになっています。

ガルラーテにあるCarlo Salviの製造施設の光景。

この会社のイノベーション力は、世界的な成功の重
要なファクターです。ステンレス鋼をはじめ、開発
者は常に特殊鋼種の加工を課題として取り組んでい
ますが、航空宇宙産業からはCarlo Salviの製品開
発に関わる重要な要求が示されています。開発の
マイルストーンとなっている2ダイ4ブローヘッダー
は、ワイヤー直径12.5～ 22 mmの加工用として
さまざまなサイズのポートフォリオを構成していま
す。このセグメントでの最重要顧客は、Boeingや
Embraerなどの航空機メーカーに納入しています。
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サービス部門がますます重要になる
前世紀には技術的なソリューションが注目されてい
たのに対して、現在では追加のサービスが注目さ
れ、これも企業の成功を決定づけるものになってい
ます。Carlo Salviにおいて、それに対応する発展
が始まったのは、セルジオ・ツィオッティがCEOを
務めた時代でした。彼は創業者の死後、1994年に
この会社を引き継ぎ、1995年からはこのテクノロ
ジーの最先端を牽引し、コモ湖の南のガルラーテ
に拠点を構えるこの会社を一新させることに取り組
みました。そうして会社の発展が計画されて、2002
年から生産が拡大され、近代化されました。2005
年にその第2段階が終了しました。2014年、Carlo 
Salviはこれまでサプライヤーとして機械の電気お
よび電子システムを提供していたパートナー企業
を獲得しました。この戦略的に重要なステップが、 

その後の最新マシンの生産を確実なものにしました。
しかし、その際にもっと重要であったのは、質的に 
価値の高い顧客サービスへの取り組みであり、この
合併によってそのようなサービスの提供が可能にな
りました。2015年10月、この会社の発展は敷地面
積1300 m2の建物の建設とともに終了しました。こ
れに並行してマーケティング活動を進め、2015年に
初めてミラノで開かれた固定技術の世界会議である
Fasteners Meetalyにメインスポンサーとして出
席。現在、Carlo Salviは世界に3000台を超える
マシンを納入し、ワイヤー直径0.8 mm～ 22 mm
用の冷間ヘッダーの幅広い選択肢を提供しています。
このイタリアのメーカーは、世界中で24時間以内
の短時間での交換部品供給を約束しています。さら
に、英国、米国、中国に支店によって重要なコア市
場に対応しています。

Carlo Salviの1300 m2の敷地はガルラーテ湖のすぐ近くにあります。

後継者不足にもかかわらず会社は安定
Carlo Salviという会社の未来を確かなものにする
ため、セルジオ・ツィオッティは優れた公正なパー
トナー企業を探しました。このスイス企業と意見が
一致したため、2016年 4月にHateburとCarlo 
Salviは合併して、高性能ハイテクマシンを製造する
近代的な企業になりました。この合併は両社の強力
な位置をさらに高め、地理的に市場を完璧な形で
補うでしょう。Hateburにとっては、それによって新
たな市場が開拓され、応用性と冷間成形技術が持
続的に強化されることになります。総勢約250名の
社員と、世界で活動する強力な販売およびサービス
ネットワークによって、あらゆる温度範囲でソリュー
ションとお客様にとってのメリットを提供することが
できます。横型成形技術に関するすべてを1つのグ
ループから提供するのです。
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サービス部門がますます重要になる
前世紀には技術的なソリューションが注目されてい
たのに対して、現在では追加のサービスが注目さ
れ、これも企業の成功を決定づけるものになってい
ます。Carlo Salviにおいて、それに対応する発展
が始まったのは、セルジオ・ツィオッティがCEOを
務めた時代でした。彼は創業者の死後、1994年に
この会社を引き継ぎ、1995年からはこのテクノロ
ジーの最先端を牽引し、コモ湖の南のガルラーテ
に拠点を構えるこの会社を一新させることに取り組
みました。そうして会社の発展が計画されて、2002
年から生産が拡大され、近代化されました。2005
年にその第2段階が終了しました。2014年、Carlo 
Salviはこれまでサプライヤーとして機械の電気お
よび電子システムを提供していたパートナー企業
を獲得しました。この戦略的に重要なステップが、 

その後の最新マシンの生産を確実なものにしました。
しかし、その際にもっと重要であったのは、質的に 
価値の高い顧客サービスへの取り組みであり、この
合併によってそのようなサービスの提供が可能にな
りました。2015年10月、この会社の発展は敷地面
積1300 m2の建物の建設とともに終了しました。こ
れに並行してマーケティング活動を進め、2015年に
初めてミラノで開かれた固定技術の世界会議である
Fasteners Meetalyにメインスポンサーとして出
席。現在、Carlo Salviは世界に3000台を超える
マシンを納入し、ワイヤー直径0.8 mm～ 22 mm
用の冷間ヘッダーの幅広い選択肢を提供しています。
このイタリアのメーカーは、世界中で24時間以内
の短時間での交換部品供給を約束しています。さら
に、英国、米国、中国に支店によって重要なコア市
場に対応しています。

Carlo Salviの1300 m2の敷地はガルラーテ湖のすぐ近くにあります。

後継者不足にもかかわらず会社は安定
Carlo Salviという会社の未来を確かなものにする
ため、セルジオ・ツィオッティは優れた公正なパー
トナー企業を探しました。このスイス企業と意見が
一致したため、2016年 4月にHateburとCarlo 
Salviは合併して、高性能ハイテクマシンを製造する
近代的な企業になりました。この合併は両社の強力
な位置をさらに高め、地理的に市場を完璧な形で
補うでしょう。Hateburにとっては、それによって新
たな市場が開拓され、応用性と冷間成形技術が持
続的に強化されることになります。総勢約250名の
社員と、世界で活動する強力な販売およびサービス
ネットワークによって、あらゆる温度範囲でソリュー
ションとお客様にとってのメリットを提供することが
できます。横型成形技術に関するすべてを1つのグ
ループから提供するのです。



NETSHAPE 1/16 – jp
Hatebur Metalforming Equipment Ltd. | General Guisan-Strasse 21 | CH-4153 Reinach | Switzerland 
Tel：＋41 61 716  21 11 | Fax：＋41 61 716  21 31 | hatebur@hatebur.ch | www.hatebur.ch – jp

HATEBURのブースへお立ち寄りください

   中国
9月20日から23日まで、中国で中国国際ベアリ
ング産業展覧会（China International Bearing 
Industry Exhibition）が開催されます。子会社で
あるHatebur（Shanghai）Technology Co. Ltd.
は再び独自のブースで、アジアの成形業界の重要な
意思決定者の方々をお迎えします。

   日本
幕張でアジアフォージ（Asia Forge）が11月7日か
ら11日まで行われます。Hateburジャパン株式会
社の協力者が独自のブースで来場者をお迎えします。
多くのお客様のお越しを楽しみにしています。

   タイ
バンコクで第30回Thai Metalexが11月23日か
ら26日まで開催され、Hateburの代理店である
Munger Machine Toolが来場者にHateburの熱
間・冷間フォーマーについて説明し、横型成形に関
する情報を提供します。

見本市の当社ブースで皆様にお会いできることを楽
しみにしています。

見本市・展示会／イベント
インドにおける活動
Hateburのインドの代理店であるChrystec Machine Tools Pvt. Ltd.社は、Imtex 
Forming/Tooltech 2016で独自のブースを出展し、関心を寄せる来場者にHateburの
成形機を紹介しました。この見本市は2016年1月21日から26日まで、バンガロールで
開催されました。Hateburのノルベルト・ヨエルの講演により、このスイス企業の存在を
さらに多くの来場者に知ってもらうことができました。この機会にHateburとChrystec
のブースを訪れてくださった関心をお持ちの方々やお客様の人数は、非常に喜ばしい数で
した。

ドイツにおける活動
2016年4月4日から8日まで、デュッセルドルフでWIRE見本市（国際ワイヤー展）が開
催されました。Hateburは独自のブースを設置して参加し、4月5日の記者会見の際には
イタリアのCarlo Salvi S.p.A.社との合併を公表できるという喜ばしいことがありました。

4月25日から29日までは、ハノーバーメッセが開催されました。Hateburは、
Industrieverband Massivumformung e.V.（大量成形の産業組合）の一員としてメッ
セに参加しました。ハノーバーメッセに出展するのはしばらくぶりとなりましたが、現地で
お客様や興味をお持ちの方々の関心事を知ることができ、また、掘り下げた会話の中でス
イスから熱間成形のさまざまな情報をお届けできたことは、特に素晴らしいことでした。

韓国における活動
第17回ソウル国際製造技術展（Seoul International Manufacturing Technology 
Show = SIMTOS）が2016年4月13日から17日まで、ソウルのキンテックスホールで
行われました。800社が出した5000のブースでは、5日間で10万人を超える来場者に
最新の技術と機械についての情報が提供されました。Hateburの代理店であるSQ Tech 
Corp.は現地に独自のブースを設置し、関心をお持ちの方々やお客様に個別にスイスの
成形機について情報提供することができました。

中国における活動
2016年5月10日から13日まで、上海で第1回アジアサービストレーニングが行われまし
た。日本、韓国、タイ、中国の支店や代理店から総勢11名のサービス技術者が上海に集まっ
てトレーニングを受けました。Carlo Salviのポートフォリオについての勉強会も行われま
した。


